
༤ኈ๓ᮇ課⛬ྛᑓᨷࡢᴫせ 

࠙⎔ቃඹ生ࢩス࣒ࢸ学ᑓᨷࠚ 

┠ⓗ࣭┠ᶆ 

��ୡ⣖の⏘業࡛6、ࡣ'*V（持続ྍ⬟な㛤発┠ᶆ）の㐩成に向ࡓࡅ取ࡀࡳ⤌ࡾ進ࡳ、そࢀを担࠺ᢏ⾡ࡣ、よ୍ࡾᒙ、⎔ቃࡸ

♫会࡬の㈐௵をᯝࡓすࡶの࡛なࡤࢀࡅなࡲࡾせࠋࢇ⎔ቃඹ生システム学ᑓᨷ࡛ࡣ、⎔ቃと♫会の㧗࠸次ඖ࡛のඹ生を┠ᣦࡋ、

ᛂ用໬学とࣂイ࢜テクࣟࣀジーをベースにࡓࡋ「物㉁デࢨイン」、「ᮦ料・⎔ቃ⛉学」、「生物工学」の３ࡘのᑓ㛛㡿ᇦを୰ᚰ

に、教⫱研究活動をᒎ㛤ࡋ、ᑓ㛛▱㆑の⼥合ຊ、᪂つᢏ⾡の๰㐀ຊをࡘࡶ研究者・ᢏ⾡者を㣴成ࡲࡋすࠋ�

デ࣐ࣟࣉ࢕ポࣜࢩー

⎔ቃඹ生システム学ᑓᨷ࡛ࡣ、ᡤᐃの修஢せ௳を‶ࡓすこと࡛ୗ記の⬟ຊと資㉁を備ࡶࡓ࠼のとㄆࡵ、修ኈ（工学）を

ᤵ୚ࡲࡋすࠋ�

࠙ᑓ㛛ຊࠚ�

（１）⎔ቃと♫会のඹ生を᰿ᖿにおࡓ࠸実㊶ⓗなᢏ⾡ຊを㌟にࡅࡘ、持続ྍ⬟な㛤発にࡘなࡀるㄢ㢟発ぢをすることࡀ

࡛きるࠋ�

（２）ᛂ用໬学とࣂイ࢜テクࣟࣀジーの῝࠸▱㆑とᢏ⬟にᇶ࡙き、᪂࠸ࡋ౯್を๰出する⊂๰ⓗな研究・㛤発等を㐙行

࡛きるࠋ�

࠙人間ຊࠚ�

（１）⛉学ࡸᢏ⾡のࡘࡶ⎔ቃ・♫会࡬の㈐௵を自ぬ࠼⪄ࡓࡋ᪉にᇶ࡙ࡓ࠸自ᚊⓗ・持続ⓗな行動࡛ࡀきるࠋ�

（２）自らの⪃࠼を୺ᙇࡋなࡀらࡶ他者のពぢをᰂ㌾に取ࡾ入ࢀ、ᑐ立࡛ࡣなく༠調を┠ᣦࡓࡋ㆟ㄽを῝ࡵること࡛ࡀ

きるࠋ�

ーࢩポ࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝

⎔ቃඹ生システム学ᑓᨷ࡛ࡣ、᪂ࡓな物㉁をデࢨインࡋ、ᆅ⌫⎔ቃの保඲ࡸ人㢮の⦾ᰤにᙺ立ࡘ実用ⓗなデࣂイス࡬と

ᛂ用する「物㉁デࢨイン」、⎔ቃ・࢚ネࣝࢠーと࠺࠸ほⅬからᮦ料㸭資※をໟᣓⓗにᤊ࠼、ᢏ⾡㠉᪂に⧅ࡀる研究を┠ᣦ

す「ᮦ料・⎔ቃ⛉学」、生き物のࡘࡶ⣲ᬕら࠸ࡋ⬟ຊࡸ機⬟をゎ明ࡋ、実♫会࡛ᙺ立ࡘ᪂ᢏ⾡࡬とᛂ用する「生物工学」

の３ࡘの分㔝を୰ᚰに、ࣜ࢝キュࣛムをᩚ備ࡲ࠸࡚ࡋすࠋ�

（１）ᑓ㛛分㔝のᇶ♏ⓗ⣲㣴を㌟にࡅࡘるࡵࡓ、「物㉁デࢨイン⣔」「ᮦ料・⎔ቃ⛉学⣔」「生物工学⣔」の３ࡘの⛉

┠༊分のᑓ㛛ㅮ⩏⛉┠を用ពࡲ࠸࡚ࡋすࠋ�

（２）関㐃分㔝に関するᇶ♏ⓗ⣲㣴のᾰ㣴に㓄៖ࡋ、ඹ通⛉┠と࡚ࡋ「(QJOLVK�/LWHUDF\�LQ�7HFKQRORJ\�DQG�

(QJLQHHULQJ」「(QJOLVK�6NLOO�8SJUDGLQJ�3URJUDP」「ᛂ用数学≉ㄽ１・２」を㓄置ࡲ࠸࡚ࡋすࠋ�

（３）「≉別₇習」「≉別研究」にお１࡚࠸ᖺ次から本格ⓗな研究に取ࡳ⤌ࡾ、学఩ㄽ文をᇳ➹ࡲࡋすࠋ�

ーࢩンポࣜࣙࢩッ࣑ࢻ࢔

⎔ቃඹ生システム学ᑓᨷࡣ、「物㉁デࢨイン」「ᮦ料・⎔ቃ⛉学」「生物工学」の３ࡘのᑓ㛛㡿ᇦに㧗࠸関ᚰと⯆࿡を

持ࡕ、᪤Ꮡのᑓ㛛分㔝のᯟ⤌ࡳを㉺࡚࠼、᪂࠸ࡋᢏ⾡ࡸシステムの๰出にᣮᡓࡋ、ᢏ⾡㛤発の᭱๓⥺࡛活㌍࡛きる研究者・

ᢏ⾡者を┠ᣦす諸ྩをཷࡅ入ࡲࢀすࠋ�



࠙ᶵᲔࢩス࣒ࢸᕤ学ᑓᨷࠚ 

┠ⓗ࣭┠ᶆ

機Ეシステム工学ᑓᨷ࡛ࡣ、「ຍ工学・生⏘工学」、「࢚ネࣝࢠーኚ᥮工学・計 ไᚚ工学」、「メ࢝トࣟニクス・ࣟ࣎ット工

学」など、ࡶの࡙くࡾにᚲせな分㔝のᢏ⾡をᇶ㍈と࡚ࡋ、急㏿に発ᒎする⛉学ᢏ⾡にᑐᛂするຊおよびඃࡓࢀᢏ⾡㛤発を推

進࡛きる⬟ຊを㌟にࡲࡅࡘすࠋ当ヱᑓᨷに関㐃する学⾡研究とᑓ㛛⛉┠の修ᚓを通࡚ࡋ、ከᵝ໬する♫会ⓗせ請にᰂ㌾にᑐ

ᛂ࡛きるᑓ㛛▱㆑と実㊶ຊを備ࡓ࠼㛤発ᢏ⾡者および研究者を㣴成ࡲࡋすࠋ

デ࣐ࣟࣉ࢕ポࣜࢩー

機Ეシステム工学ᑓᨷ࡛ࡣ、ᡤᐃのᚲ修⛉┠および選ᢥ⛉┠のᒚ修を通࡚ࡌ、次にࡆ࠶る⬟ຊを修ᚓすること࡛修ኈ（工

学）をᤵ୚ࡲࡋすࠋ

࠙ᑓ㛛ຊࠚ

ୗ記のࢀࡎ࠸かをᰕとする実㊶ⓗᢏ⾡ຊを㌟に௜ࡅ、広࠸ど㔝からㄢ㢟をゎỴ࡛きるࠋ

（１）ຍ工学、生⏘工学など、次ୡ௦のࡶの࡙く࡛ࡾᚲせとࢀࡉる機Ეの設計・計 ・ไᚚ、ᮦ料ホ౯᪉ἲおよびྛ種

データのฎ理手ἲなどの῝࠸▱㆑とᢏ⬟にᇶ࡙き、᪂࠸ࡋ౯್を๰出する⊂๰ⓗな調査・研究・㛤発等を㐙行࡛

きるࠋ

、ーኚ᥮ࢠネ࢚ࣝቃ保඲ᢏ⾡にᚲせな⎔ࡸ⾡ネᢏ࢚┬ࡓࡋーኚ᥮および計 ・ไᚚᢏ⾡など、⎔ቃに調࿴ࢠネ࢚ࣝ（２）

分析ホ౯、ไᚚ、センシンࢢ、⢭ᐦ ᐃ、データマイニンࢢなどの῝࠸▱㆑とᢏ⬟にᇶ࡙き、᪂࠸ࡋ౯್を๰出

する⊂๰ⓗな調査・研究・㛤発等を㐙行࡛きるࠋ

る機Ეせ⣲、機ᵓ設ࢀࡉットに利用࣎་⒪などのྛ種ࣟࡸ会を㇏かにする人ᆺ♫ࡸット工学など、人間生活࣎ࣟ（３）

計・〇作、機Ეไᚚ、ྛ種センサによる計 ᢏ⾡などの῝࠸▱㆑とᢏ⬟にᇶ࡙き、᪂࠸ࡋ౯್を๰出する⊂๰ⓗ

な調査・研究・㛤発等を㐙行࡛きるࠋ

࠙人間ຊࠚ

（１）㧗࠸೔理ほを持ࡕ、ఱ஦ࡶ自ᚊⓗにࡾࡸ抜くこと࡛ࡀきるࠋ

（２）ㄽ理ⓗに⪃࡚࠼他者を理ゎࡋ㆟ㄽを῝ࡵること࡛ࡀきるࠋ

ーࢩポ࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝

機Ეシステム工学ᑓᨷࡶ、ࡣの࡙くࡾにᚲせなྛ分㔝のᢏ⾡を修ᚓࡋ、プࣟジェクトࣜーダーと࡚ࡋ活㌍࡛きるᢏ⾡

者・研究者の㣴成を┠ᶆに、ᑓ㛛▱㆑の⋓ᚓと実㊶ຊの㣴成に㔜Ⅼをおࣜ࢝ࡓ࠸キュࣛムを⦅成ࡲ࠸࡚ࡋすࠋ

（１）１ᖺ次࡛ࡶ、ࡣの࡙くࡾにᚲせなᑓ㛛分㔝（「ຍ工学・生⏘工学」、「࢚ネࣝࢠーኚ᥮工学・計 ไᚚ工学」、「メ

ࠋすࡲࡋる㧗ᗘなᑓ㛛▱㆑を修ᚓࡀࡓࡲット工学」）を、体⣔ⓗに学び、ከ分㔝に࣎ࣟ・トࣟニクス࢝

（２）１ᖺ次の「機Ეシステム工学セミナー」࡛ࡣ、研究を㐙行するࡵࡓのᇶ♏ⓗなスキࣝを㌟にࡅࡘるととࡶに、２

ᖺ次の「≉別研究」࡛ࡣ、修ኈㄽ文に取ࡳ⤌ࡾ、こࢀを発⾲する୍㐃の㐣⛬にお࡚࠸、分析⬟ຊ、ၥ㢟ゎỴ⬟ຊ

および発⾲⬟ຊを㣴成ࡲࡋすࠋ

（３）᭱᪂㗦の設備を備ࡓ࠼機Ე実工学教⫱センター࡛の研究⿦置の〇作、࠶るࡣ࠸ඛ➃ᮦ料ᢏ⾡研究センター࡛のᮦ

料分析によࡾ、実㊶ⓗ研究㛤発⬟ຊを㣴成ࡲࡋすࠋ

ーࢩンポࣜࣙࢩッ࣑ࢻ࢔

機Ეシステム工学ᑓᨷ࡛ࡣ、ከᵝ໬する♫会のせ請にᰂ㌾にᑐᛂする、㧗ᗘなᑓ㛛⬟ຊと実㊶ຊを備ࡓ࠼ᢏ⾡者・研究

者を㣴成ࡲࡋすࠋそのࡵࡓのᇶ♏ⓗ学ຊを᭷ࡶ、ࡋの࡙くࡾにᑐする࠸ࡘ࠶᝟⇕とពḧにࡓࢀࡩ࠶学生をཷࡅ入ࡲࢀすࠋ



࠙㟁Ꮚ᝟ሗ࣓デ࢔࢕ᕤ学ᑓᨷࠚ 

┠ⓗ࣭┠ᶆ

㟁Ꮚ᝟報メデ࢕ア工学ᑓᨷࡣ、㟁Ẽ工学、㟁Ꮚ工学、およびデータサイ࢚ンスをྵࡴ᝟報メデ࢕ア工学に関㐃するᢏ⾡ࡀ、

互࠸に関㐃ࡋなࡀら発ᒎ࡚ࡋきࡓことを㋃࠼ࡲ、ハーࢻウェアとソフトウェアの୧㠃の▱㆑・ᢏ⾡をࡘࡶ、実㊶ⓗ㛤発ᢏ⾡

者と๰㐀ⓗ研究者を㣴成ࡲࡋすࠋ

࢕メデࢳマࣝ」「⾡᝟報通信ᢏ」「レクトࣟニクス࢚」る࠶なᑓ㛛㡿ᇦ࡛ࡓ᪂ࡓࡋに⼥合࠸ࡀࡓ、ࡀらの学ၥ分㔝ࢀこࡓࡲ

ア」を３本のᰕと࡚ࡋ教⫱・研究活動をᒎ㛤ࡲࡋすࠋ

デ࣐ࣟࣉ࢕ポࣜࢩー

㟁Ꮚ᝟報メデ࢕ア工学ᑓᨷࡣ、ハーࢻウェアとソフトウェアの୧㠃の▱㆑・ᢏ⾡を持ࡕ、ୡ界のᢏ⾡㠉᪂をࣜー࡛ࢻき

るᑓ㛛ຊと人間ຊを備ࡓ࠼、実㊶ⓗ㛤発ᢏ⾡者と๰㐀ⓗ研究者を㣴成ࡲࡋすࠋそこ࡛、ᤵ業⛉┠のᒚ修、セミナー࡬の取

ࠋすࡲࡋ修ኈ（工学）をᤵ୚࡚ࡗࡶことをࡓࡋ௨ୗの⬟ຊを習ᚓࡀ学生、ࡾおよび研究の㐙行によ、ࡳ⤌ࡾ

࠙ᑓ㛛ຊࠚ

（１）本ᑓᨷのᰕとなる「࢚レクトࣟニクス」「᝟報通信ᢏ⾡」および、データサイ࢚ンスをྵࡴ「マࣝࢳメデ࢕ア」

の３ࡘのᑓ㛛㡿ᇦにἢ࡚ࡗᤵ業⛉┠をᒚ修ࡋ、ᇶ♏ຊとඛ➃ⓗᑓ㛛ຊを習ᚓすること࡛、᪂࠸ࡋ౯್を๰出する

⊂๰ⓗな研究・㛤発とそのࡵࡓの調査等を㐙行࡛きるࠋ

（２）１ᖺ次に「次ୡ௦デࣂイスᛂ用セミナーϨ・ϩ」「次ୡ௦᝟報ᢏ⾡セミナーϨ・ϩ」「次ୡ௦メデ࢕ア㛤発セミナ

ーϨ・ϩ」のࢀࡎ࠸かをᒚ修ࡋ、♫会にお࡚࠸活用࡛きる実㊶ⓗなᢏ⾡ຊを㌟にࡅࡘること࡛、ᖜ広࠸ど㔝から

ㄢ㢟発ぢ・ゎỴにࡘなࡆること࡛ࡀきるࠋ

࠙人間ຊࠚ

（１）「次ୡ௦デࣂイスᛂ用セミナーϨ・ϩ」「次ୡ௦᝟報ᢏ⾡セミナーϨ・ϩ」「次ୡ௦メデ࢕ア㛤発セミナーϨ・ϩ」

のఱࢀかのᒚ修によ࡚ࡗ、ᢏ⾡者・研究者と࡚ࡋ㧗࠸೔理ほをࡓࡗࡶ自ᚊⓗなᛮ⪃࡛行動すること࡛ࡀきるࠋ

（２）♫会・⏘業のᇶ┙となる㟁Ẽ㟁Ꮚᢏ⾡、および、そࢀらに立⬮࡚ࡋ、♫会とᬽら࡬ࡋのࢥンࣆュータのᛂ用を┠

ᣦす᝟報通信と᝟報メデ࢕アᢏ⾡に࡚࠸ࡘ、ᣦᑟ教ဨのୗ࡛「≉別研究」に取ࡳ⤌ࡾ、ㄽ理ⓗᛮ⪃とࢥミュニࢣ

ーシࣙン⬟ຊを㌟に╔ࡅること࡛、研究㛤発の成ᯝをㄽ理ⓗに説明ࡋ、他者のពぢを理ゎ࡛࠼࠺ࡓࡋ㆟ㄽを῝ࡵ

ること࡛ࡀきるࠋ

ーࢩポ࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝

㟁Ꮚ᝟報メデ࢕ア工学ᑓᨷに関するᇶ♏ⓗ⣲㣴を、ࡦとࡘのᑓ㛛㡿ᇦにとらわࢀることなく、関㐃ࡓࡋቃ界㡿ᇦⓗな⛉

に分ࡘの３「ア࢕メデࢳマࣝ」「⾡᝟報通信ᢏ」「レクトࣟニクス࢚」ᑓ㛛㡿ᇦのㅮ⩏⛉┠をྛ、ࡋに㓄៖࠺るよ࡭学ࡶ┠

㢮ࡲ࠸࡚ࡋすࡉࠋらにྛᑓ㛛㡿ᇦにඹ通するᇶ本ᢏ⾡、ᇶ♏ᢏ⬟、ㄢ㢟発ぢ⬟ຊ、ၥ㢟ゎỴ⬟ຊを㌟にࡅࡘ、プレࢮンテ

ーシࣙン⬟ຊとࢥミュニࢣーシࣙン⬟ຊを⫱ࡴことを┠ⓗに、１ᖺ次にᚲ修の₇習⛉┠࡛࠶る「次ୡ௦デࣂイスᛂ用セミ

ナーϨ・ϩ」「次ୡ௦᝟報ᢏ⾡セミナーϨ・ϩ」「次ୡ௦メデ࢕ア㛤発セミナーϨ・ϩ」を設ࡲ࠸࡚ࡅすࠋこࢀら₇習⛉┠

を通࡚ࡌ、▱㆑の᭷機ⓗな⼥合と、ᛂ用ຊを㣴成ࡲࡋすࠋ「≉別研究Ϩ・ϩ」࡛ࡣ、ྛ自の研究を進ࡵ、修ኈㄽ文を作成

 㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 L㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥 㼕㼚 T㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥 㼍㼚㼐」࡚ࡋඹ通⛉┠と、ࡋ関㐃分㔝に関するᇶ♏ⓗ⣲㣴のᾰ㣴に㓄៖、ࡓࡲࠋすࡲࡋ

㻱㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼕㼚㼓」「㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻿㼗㼕㼘㼘 㼁㼜㼓㼞㼍㼐㼕㼚㼓 㻼㼞㼛㼓㼞㼍㼙䛃「ᛂ用数学≉ㄽ１・２」を１ᖺ次᫓学ᮇと⛅学ᮇに㓄置ࡲ࠸࡚ࡋすࠋ

ーࢩンポࣜࣙࢩッ࣑ࢻ࢔

㟁Ꮚ᝟報メデ࢕ア工学ᑓᨷࡣ、「࢚レクトࣟニクス」「᝟報通信ᢏ⾡」および、データサイ࢚ンスをྵࡴ「マࣝࢳメデ࢕ア」

の３ࡘのᑓ㛛㡿ᇦに㧗࠸関ᚰと⯆࿡をࡕࡶ、そのᑓ㛛㡿ᇦࡅࡔに留ࡲることなく、急㏿なᢏ⾡の進Ṍにࡶ⮑することなく

ᣮᡓするពḧ࠶る学生をཷࡅ入ࡲࢀすࠋ



࠙ᘓ⠏デ࢖ࢨン学ᑓᨷࠚ 

┠ⓗ࣭┠ᶆ

ᘓ⠏デࢨイン学ᑓᨷࡣ、ᘓ⠏をࡲࡊࡲࡉなどⅬからᤊ࠼、よࡾよ࠸ᘓ⠏✵間、生活⎔ቃならびにᆅᇦ⎔ቃを、次ୡ௦に伝

㐩することの࡛きるᘓ⠏ᐙ、ᘓ⠏ᢏ⾡者および研究者を㣴成ࡲࡋすࠋこの┠ⓗを㐩成するࡵࡓ、実㊶ⓗ教⫱プࣟࣛࢢムをᩚ

備するととࡶに、ྛ学ၥ分㔝の⛉┠をᖜ広くᥦ౪ࡲࡋすࠋ

デ࣐ࣟࣉ࢕ポࣜࢩー

本ᑓᨷࡣ、௨ୗのよ࠺な⬟ຊを㌟にࡅࡘ、ᚲせなᤵ業⛉┠、₇習⛉┠および「≉別研究」を修ᚓࡓࡋ学生に「修ኈ（工

学）」の学఩をᤵ୚ࡲࡋすࠋ

࠙ᑓ㛛ຊࠚ

（１）▱㆑とᢏ⾡に⿬ᡴࡓࢀࡉࡕ状ἣᢕᥱ⬟ຊ、発᝿ຊ、ᵓ᝿ຊ、ุ断ຊなどのᰂ㌾なᛮ⪃ຊを発᥹࡛きるࠋ

（２）≉ᐃ分㔝の῝࠸▱㆑と研究ຊ、ㄢ㢟設ᐃ・ၥ㢟ゎỴ・立案実行⬟ຊ、⥲合ⓗかࡘ実㊶ⓗなᘓ⠏デࢨインຊを活用

࡛きるࠋ

࠙人間ຊࠚ

（１）ᘓ⠏にᦠわるᢏ⾡者・研究者と࡚ࡋ、よࡾよ࠸⎔ቃの継ᢎをᚿࡋ、その実現のࡵࡓに自ᚊⓗ・持続ⓗに行動࡛き

るࠋ

ࠋᦸに㆟ㄽ࡛きる┿ࡘㄔ実か、ࡘࡘࡋከᵝな౯್ほをᑛ㔜ࡸの᝿ീຊを௨࡚、他者の立ሙ࡬文໬ࡸな分㔝ࡲࡊࡲࡉ（２）

ーࢩポ࣒ࣜࣛࣗ࢟ࣜ࢝

本ᑓᨷࡀᑐ㇟とするᑓ㛛㡿ᇦࡣ、௨ୗの４㡿ᇦ࡛すࠋ「設計・計画」㸸✵間デࢨインのどⅬ࡛ᘓ⠏からインテࣜア・ᐙල

実㊶ⓗ活動にࡸに関する研究ࡾく࡙ࡕࡲᆅᇦ計画のどⅬ࡛ࡸイフスタイࣝࣛࡣ࠸る࠶、の設計とそのᇶ♏になる研究࡛ࡲ

取ࡲࡳ⤌ࡾすࠋ「Ṕྐ」㸸ఫᏯ、㒔ᕷ、ࡉらに文໬⎔ቃのどⅬから、ᘓ⠏ྐ学およびそࢀらにᇶ࡙く保Ꮡ・෌生ࡸ᚟ཎ設計

に関する研究ࡸプࣟジェクトに取ࡲࡳ⤌ࡾすࠋ「ᵓ㐀・ᮦ料」㸸ᵓ㐀ຊ学およびᵓ㐀デࢨインのどⅬから、ᘓ⠏物のᵓ㐀ࡸ

ᯫᵓἲ、デ࢕テーࣝ等のᢏ⾡を研究ࡓࡲ、ࡋᘓ⠏ᮦ料のどⅬから、ᘓ⠏部఩ࡸᐙලのᮦ料ᛶ⬟に࡚࠸ࡘ研究ࡲࡋすࠋ「⎔

ቃ・設備」㸸⎔ቃ㈇Ⲵ๐ῶ・ᛌ㐺✵間๰出のどⅬから、ᘓ⠏・ᆅᇦおよび㒔ᕷのග・Ỉ・✵Ẽ・ ⇕⎔ቃࡸ設備システム

に࡚࠸ࡘ研究ࡲࡋすࠋ

（１）１ᖺ次にᑓ㛛のㅮ⩏⛉┠を数ከく設ࡲ࠸࡚ࡅすࠋ

（２）１ᖺ次に₇習⛉┠「プࣟジェクト₇習」を設ࡅ、ᘓ⠏分㔝におࡅる「༠ാ」に࡚࠸ࡘ、ワークシࣙップᙧᘧをと

お࡚ࡋ実㊶ⓗにプࣟジェクトを推進ࡲࡋすࠋ✵間のᥦ案ࡸ設計などを実現する㐣⛬࡛ᚲせとなる調査᝟報のඹ᭷

ࠋすࡲࡅ㆟ㄽ、合ពᙧ成、検証のᢏ⾡を㌟に௜ࡸ

（３）୍⣭ᘓ⠏ኈのཷ験資格に係る大学㝔࡛の実ົ⤒験のࡵࡓに「インターンシップ⛉┠」を設ࡲ࠸࡚ࡅすࠋල体ⓗな

ᘓ⠏の設計ࡸプࣟジェクト等のㄢ㢟を継続ⓗに体験ࡋ、設計および工஦┘理の実ົⓗな⬟ຊをᇵࡲ࠸すࠋ

（４）関㐃分㔝に関するᇶ♏ⓗ⣲㣴のᾰ㣴に㓄៖ࡋ、ඹ通⛉┠と࡚ࡋ「㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 L㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥 㼕㼚 T㼑㼏㼔㼚㼛㼘㼛㼓㼥 㼍㼚㼐 㻱㼚㼓㼕㼚㼑㼑㼞㼕㼚㼓」

「㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔 㻿㼗㼕㼘㼘 㼁㼜㼓㼞㼍㼐㼕㼚㼓 㻼㼞㼛㼓㼞㼍㼙䛃「ᛂ用数学≉ㄽ」を１ᖺ次に㓄置ࡲ࠸࡚ࡋすࠋ

（５）「≉別研究」「≉別研究（修ኈ設計）」にお࡚࠸、入学時からᣦᑟ教ဨのୗ࡛研究・設計に取ࡳ⤌ࡾ、修ኈㄽ文࠶

るࡣ࠸修ኈ設計を᏶成ࡉせ、発⾲ࡲࡋすࠋ

ーࢩンポࣜࣙࢩッ࣑ࢻ࢔

ᘓ⠏デࢨイン学ᑓᨷࡀ求ࡵる入学者ࡣ、本ᑓᨷࡀᥖࡆる教⫱᪉㔪にඹ感ࡋ、ᖜ広࠸ᘓ⠏ⓗ⬟ຊと๰㐀ᛶを備࠼よ࠺とᚿ

すពḧにࡓࢀࡩ࠶人࡛すࠋこのࡵࡓ、ᘓ⠏におࡅる実㊶ⓗな学びにᑐするពḧࡸ行動ຊを㔜どࡲࡋすࠋ
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